










































階級 ILC; I (ぷ)I必|品I(ふ)I品)I判菱+町
400法台 456.8 330.0 44.3 46.4 29.3 2.6 2.8 18 
500 庁 548.9 391.5 58.2 45.6 35.2 2.7 14.5 22 
600 11 655.4 443.2 83.6 66.0 36.4 5.0 19.8 25 
700 11 741.8 486.5 102.6 78.3 49.6 2.6 21.6 15 
800 11 853.7 593.0 107.3 69.2 49.8 6.1 24.7 38 
900 11 943.8 656.6 110.6 76.0 61. 3 6.7 30.8 15 
1，000 11 1045.2 694.5 150.2 95.0 58.5 5.7 40.1 10 
1， 100 11 1151.1 761.5 183.2 104.6 67.1 14.3 19.0 14 
1，200 1 1229.7 815.8 179.5 119，3 75.5 2.7 35.8 8 
1， 300 1 1351.5 872.4 206.7 83.7 64.7 20.8 101.7 7 
1， 400 1 1433.2 899.0 257.4 161. 6 69.6 13.8 31.0 5 
1，500 1 176.4 135.4 89.0 16.8 93.4 5 
1， 600法以上 2001.1 I 1289.4 318.7 180.0 86.6 48.9 82.2 11 
階 級 | エC; I (ん|必 1(品〉いお)1 (ぷ)I (持)1町数
400法台 36.2 4 
500 1 539.1 386.6 55.8 51.6 31.8 4.1 I 8.1 6 
600 1 645.5 435.1 91.1 65.2 38.2 4.0 i 10.7 7 
700 1 751.5 502.5 90.1 85.5 49.3 6 
800 11 1 861.1 604.6 104.7 82.4 49.9 3.8 I 14.4 15 
900 グ 953.0 659.8 99.8 95.2 71.0 8.4 i 16.4 5 
1， 000 1 1044.3 693.3 154.6 i 107.8 53.8 6.5 27.0 8 
1， 100 11 1151.0 754.0 180.1 115.6 69.1 13.7 17.2 8 
1， 200 1 1263.4 820.6 187.6 123.8 80.8 0.5 22.4 5 
1，400 庁 1434.7 879.5 279.2 170.7 67.0 9.7 27.5 4 
1，500 グ lm010530 200.5 188.5 106.5 2 
1， 600法以上 1926.2I 1151.8 313.4 236.8 99.4 76.8 I 47.2 D 
第3階級にすぎなし、。残りは 600法未満， 1200--2000， 2000法以上とバラバ
ラである。ではこのような階級幅の設定は所属する家計数を平均化するため
になされたのかとレうと，すで、に述べたように，必ずしもそうではなかった。
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階 級|エc;1 (ぷ)I (inru I (品)I (お))ゐI(ぷ)1村数
400法台 ' 452.4 325.9 46.6 45.7 29.0 14 
500 !I 552.6 393.4 59.1 43.3 36.5 2.1 I 16.8 16 
600 !I 659.2 446.4 80.7 66.3 35.7 5.4 I 23.3 18 
700 !I 735.3 475.8 111.0 I 73.5 49.8 I 1.2 I 22.8 9 
800 !I 848.8 585.5 109.0 60.7 49.7 7.5! 31.3 23 
900 !I 939.2 655.1 116.0 66.5 56.5 5.9 38.0 10 
1，∞o !I 1048.5 699.0 132.5 43.5 i 77.0 2.5 92.5 2 
1，100 !I 1151.3 771.6 187.5 64.5 15.1 21.3 6 
1，200 !I 1218.6 808.0 166.0 7.3 58.3 3 
1， 300 !I 1353.5 858.0 208.6 76.0 67.6 24.3 117.5 6 
1， 500 !I 1535.3 1032.6 160.3 100.0 77.3 24.0 139.6 3 

























































































α oC; /θ三二C oC; / C; 

















さて， (5)式で siを推定し(3)式によって得られる αaはあくまでも平均(費
目性向〉値における弾力性であることに留意しなければならなし、o ~、し、かえ






10g c. = 10g a + <Xi 10g ~C (7) 
となり，これは 10gaを常数項〈切片〉とする両対数線型であるから， その
勾配を示す係数 αzは
α。 a10皇s:._= OS;i /_~玉三






















つぎに〈支出〉弾力性値 αiの t比率(( )内数値〕をみてわかるように，
















表6 言十;J!IJ結果:全家計 ( )内は t比率
線 型
a αf R2 
C1 (飲食〉 45.98 ( 3.225) 0.935 (50.320) 0.997 
C2 (被服〉 -32.85 (-1. 832) 1.215 (11.095) 0.954 
C3 (住居〉 2.53 ( 0.204) 0.973 ( 8.205) 0.920 
C， (光熱〉 16.30 ( 3.141) 0.725 ( 8.932] 0.931 
C5 (教育〉 14.90 (-2.761] 2.302 ( 5.246) 0.829 
C， (保衛〉 -20.86 (-1.345) 1.524 ( 4.203) 0.761 
対 数 線 型
C1 (飲食〉 0.12 ( 0.983) 0.924 (52.001] 0.997 
C2 (被服〉 - 4.05 (-6.641] 1. 296 (14.670) 0.973 
C3 (住居〉 - 1.95 (-2.690] 0.933 ( 8.898) 0.931 
C， (光熱〉 1.34 (-3.021) 0.779 (12.126) 0.961 
C5 (教育〉 -10.45 (-4.141) 1.806 ( 4.943) 0.813 
C， (保衛〉 - 9.50 (-4.057) 1.864 ( 5.499) 0.842 
表7 計測結果:都市 ( )内は t比率
線 型
a αg R2 
Cl (飲食〉 83.66 ( 3.591] 0.878 (28.069) 0.993 
C2 (被服〉 -46.68 (-2.240) 1.312 (10.139) 0.949 
C3 (住居〉 -21.60 (-3.022) 1.188 (20.495) 0.987 
C， (光熱〕 7.68 ( 1.012) 0.876 ( 7.748) 0.918 
C5 (教育〉 -19.10 (ー 1.483) 2.556 ( 2.625) 0.590 
C6 (保衛〕 - 5.38 (-1.336) 1.273 ( 6.700) 0.894 
対 数 線 型
Cl (飲食〉 0.366 ( 2.332) 0.888 (38.874) 0.967 
C2 (被服〉 -5.009 (-6.053) 1.432 (11.918) 0.963 
C3 (住居〉 -3.144 (-8.995) 1.130 (22.272) 0.989 
C， (光熱〕 -2.166 (-3.435) 0.905 ( 9.884) 0.947 
C5 (教育〉 -3.750 (-0.685) 0.815 ( 1. 024) 0.066 
C， (保衛〉 -8.942 (-3.865) 1.700 ( 5.059) 0.831 
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表8 計測結果:農村 ( )内は t比率
線 型
a αf R2 
Cj (飲食〉 10.27 ( 0.578) 0.985 (42.339) 0.996 
C2 (被服〉 -23.95 (-1.362) 1.169 (10.201) 0.950 
C3 (住居〉 21. 07 ( 1. 777) 0.722 ( 5.004) 0.828 
C， (光熱〉 23.52 ( 3.445) 0.588 ( 5.332) 0.844 
C5 (教育〉 - 9.01 (-2.461) 1. 885 ( 5.663) 0.859 
C， (保衛〉 -31.90 (-1.545) 1. 566 ( 4.631] 0.806 
突す 数 線 型
Cr (飲食〉 - 0.096(ー 0.551) 0.956 (37.591) 0.996 
C2 (被服〉 - 3.43 (-5.198) 1. 201 (12.535) 0.966 
C3 (住居〉 - 0.34 (-0.309) 0.670 ( 4.184) 0.774 
C， (光熱〉 - 0.84 (-1. 364) 0.705 ( 7.835) 0.919 
C5 (教育〉 -14.43 (-4.674) 2.360 ( 5.258) 0.841 








したとおり，全家計のケースで O.924~O.935 都市系列ではO. 878~O. 888， 










動物性食物 15.9 18.1 25.4 26.2 26.8 
牛乳・卵・魚 4.7 5.2 4.7 5.8 3.9 
パター・脂肪・泊 9.4 9.0 13.0 12.2 13.1 
植物性食物 81.1 75.8 67.2 63.5 62.2 
小麦バ 、J 4.4 13.9 15.9 20.6 40.2 
黒 ノ、. ン 27.7 20.8 15.2 10.2 0.0 
混製パ ン 15.8 14.3 12.6 12.0 5.9 
馬鈴薯・その他野菜 23.1 18.5 15.2 12.3 8.9 
呑料・塩・調味料 2.5 2.4 2.0 2.2 1.4 
茶・瑚珠・シコリー 7.3 5.7 5.9 5.6 5.6 
飲 物 1.4 3.0 4.4 6.4 9.9 
(火酒・どー ル・リンゴ酒他
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表10 計測結果(家計数ウエイト) :全家計 (C J内はt比率〉
線 型
a αz R， 
Cj (飲食〉 108.86 ( 1.237) 0.957 (28.910) 0.985 
C， (被服〉 -114.14 (-1.625) 1.224 ( 9.277] 0.876 
C3 (住居〉 35.94 ( 0.872) 0.890 ( 7.437] 0.819 
C， (光熱〕 62.21 ( 2.668) 0.696 ( 6.424) 0.770 
C5 (教育〉 - 67.79 (-3.265) 2.813 ( 5.309) 0.693 
C， (保衛〉 - 32.09 (-0.577) 1.252 ( 2.892) 0.380 
弁す 数 線 型
Cj (飲食〉 0.07 ( 0.267] 0.941 (25.667] 0.982 
C， (被服〉 4.54 (-3.693) 1. 310 ( 8.694) 0.861 
C3 (住居〕 1. 23 (-1. 049) 0.856 ( 5.926) 0.739 
C， (光熱〉 0.81 (-0.941] 0.749 ( 7.035) 0.801 
C， (教育) -14.37 (-3.389) 2.161 ( 4.160) 0.576 
C， (保衛〉 -11.41 (-2.634) 1. 965 ( 3.701] 0.514 
表11 計測結果(家計数ウエスト) :都市 (C J内は t比率〉
線 型
a αI R' 
Cj (飲食〉 165.17 ( 2.209) 0.898 (20.861] 0.975 
C， (被服〉 -106.96 (-2.162) 1. 305 ( 9.844) 0.897 
C， (住居〉 23.63 (-0.962) 1. 089 (12.509) 0.933 
C， (光熱) 26.91 ( 1.736) 0.814 ( 8.137) 0.855 
C5 (教育〉 48.23 (-1.575) 2.699 ( 2.667] 0.357 
C， (保衛〉 15.63 (-1.615) 1.334 ( 6.857] 0.807 
来J 数 品現 型
Cj (飲食〉 0.36 ( 1. 647] 0.901 (31.618) 0.989 
C， (被服〉 - 5.58 (-6.480) 1.459 (13.101] 0.939 
C3 (住居〉 2.69 (-5.514) 1.058 (16.749) 0.962 
C， (光熱〕 1.76 (ー 2.629J 0.864 ( 9.959J 0.899 
C5 (教育〉 3.69 (-0.595) 0.828 C 1.032) 0.005 
C， (保衛〉 10.90 (-4.778) 1.876 ( 6. 365J 0.782 
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表12 計測結果〈家計数ウエスト) :;農村 ( ( J内は t比率〉
線 型
a α& R' 
Cj (飲食〉 65.43 ( 0.011) 0.999 (33.833) 0.990 
C， (被服〉 -86.32 (ー 1.800) 1. 227 [10.141) 0.902 
C3 (住居〉 53.79 ( 1. 449) 0.742 ( 4.412) 0.626 
C， (光熱〉 69.16 ( 3.557) 0.547 ( 4.564) 0.643 
C5 (教育〉 23.55 (ー 2.159) 1.916 ( 4.773) 0.664 
C， (保衛〉 -24.61 (-0.388) 1. 184 ( 2.635) 0.350 
対 数 線 型
Cj (飲食) - 0.29 (ー 1.136) 0.988 (29.723) 0.987 
C， (被服〕 3.66 (-3.531) 1.206 (9.151) 0.882 
C3 (住居〉 - 2.19 (-1.148) 0.949 ( 3.905) 0.564 
C， (光熱〉 0.37 ( 0.473) 0.587 ( 5.783) 0.746 
C5 (教育〉 19.49 (-4.686) 2.829 ( 5.358) 0.715 
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2.被服 CC2)・光熱 CC，)・住居費 CC3)
被服費の支出弾力性値 α2 は全家計のケースで 1.215~1.296，都市系列で








































































































































































の区分を得るために，これらの家計を 600法未満および 600-900法， 900-1，200 








ker， 'An International Comparison of Husehold Expenditure Patterns， 
Commemorating The Centenary of Engel's Law'， Econometriea， Vol. 25， 
4 (October 1957) 
11) 岩田焼ー『経済分析のための統計的方法Jl(東洋経済新報社， 1971)， p.416脚
注5)を参照。
12) エンゲノレ，向上， p. 134. 




15) S. グズネッツ『諸国民の経済成長』西川|・戸田訳(ダイヤモンド社， 1977)， 
第 3章。
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16) 日本の工業化以前の社会の消費関数の計課ij事例としては，種本 i19世紀中葉周
防大島宰判の消費関数J[j'三田学会雑誌jJ1975-11. 12がある。
* * ネ * * 
注10)あにげたH.ハウタッカー論文については慶応義塾大学西川俊作教授から指摘
を受けたものである。まずこS3(前号〉におけるケネー《経済表》に関して同教授
í~経済表》の投入産出表示J [j'三田商学研究jJ1975-10から示唆を受けるところが
多かった。ここに記して謝意を申し述べたい。
